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  序章 計画策定の目的と方法 

１）緑の基本計画とは？ 
緑の基本計画は、都市公園の整備方針や、都市計画制度に基づく施策と、公共公益施設の

緑化、緑地協定、住民参加による緑化活動など都市計画制度によらない施策や取り組みを体

系的に位置づけた緑のオープンスペースに関する総合的な計画です。 

なお、緑とは都市公園、公共施設緑地などの都市公園以外の緑地、法や条例などによる指

定地域の総称です。 

２）計画見直しの背景 
本市における緑の施策に関する計画は、昭和 61 年の緑のマスタープランに始まり、平成

6 年の都市緑地保全法（現・都市緑地法）の改正や、平成 14 年 3 月の稚内市都市計画マス

タープランの策定を経て、平成 16年 9 月に緑の基本計画を策定し、今日までこの計画に基

づき緑化の推進に努めてきました。その後、稚内市都市計画マスタープランについては、平

成 27年 3 月に見直されたことに加え、近年の環境問題への関心の高まりや、自然とのふれ

あいに対する市民のニーズに応え、改めて都市における良好な生活環境を形成していくため

の計画づくりが必要となったため、この度「緑の基本計画」を見直すこととなりました。 

３）計画策定の目的 
緑の基本計画は、本市における緑地の適正な保全及び緑化の推進に関する施策について、

総合的かつ計画的に実施するために必要な基本方針を定めることを目的とします。 

４）計画の位置づけ 
緑の基本計画は、「第４次 

   稚内市総合計画」に即し、 

  「稚内市都市計画マスタープ 

   ラン」に適合して策定しま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 緑の基本計画の位置づけ 

注）都市緑地法においては、総合計画に即し、稚内市都市計画マ

スタープランに適合するとともに、環境基本計画及び景観計

画との調和が保たれるよう規定されています。  
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第１章 現況と課題 

１）緑資源の現況 
本市の公園緑地は、総合公園が３箇所、地区公園・近隣公園が各 1 箇所、街区公園が 10

箇所あり、これら基幹公園の合計面積は 78.94ha となっています。この他、広域公園（道立

公園）、特殊公園（風致公園）、墓園、都市緑地及び緩衝緑地が各１箇所あり、公園緑地の合

計面積は 162.67ha となっています。 

また、人口あたりの公園緑地面積は以下となっており、本市は全市を対象とする大規模な

公園が充実している一方で、身近にある中小規模の公園が不足しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公園緑地の他都市との比較 

人口は平成 22 年度国勢調査、都市計画区域内人口（36,200 人） 

稚内市は都市計画決定以外を含みます（その他公園を除きます） 

一人当たり公園面積は、北海道の都市計画（北海道建設部都市計画課：平成 28 年 3月）を参考に作成しました 

２）都市計画区域内の緑被 
都市計画区域内の緑被量合計は 1,215ha となっており、都市計画区域面積約 2,587ha の

47.0％を占めます。 

緑被の地区分布及び地区別状況は以下のとおりです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 緑被の地区分布            図 緑被率の地区別状況  
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３）系統別の緑資源 

①環境保全系統 

環境保全系統の緑としては、都市の骨格となる緑地、および市民生活の身近にある小規模な

緑地のうち、野生生物の生息地、自然環境への負荷軽減に資する緑地があります。 

・都市計画区域は海に面しており、身近に海岸線による水辺等がある 

・市街地の背後には海岸段丘による緑がある 

・総合公園、広域公園など拠点となる公園がある 

 

 

 

 

 

②レクリエーション系統 

レクリエーション系統の緑としては、レクリエーション需要の多様化や自然とのふれあいに

対する需要の高まりに対応するための緑地があります。 

・大規模な公園や地区の中心となる公園・緑地によるネットワークがある 

・稚内の自然の魅力が感じられるレクリエーション動線が確保されている 

・徒歩圏に身近な街区公園、広場がある 

・ウエンナイ川には水辺の空間がある 

 

 

 

 

 

③防災系統 

防災系統の緑としては、災害の防止、災害時における安全な避難、都市公害の緩和に対処で

きるような緑地があります。 

・市街地に急傾斜地や河川がある 

・市街地と公園緑地をむすぶ避難経路がある 

・街路樹が整備されているが、一部未整備である 

 

 

 

 

  

＜海岸線による緑の骨格＞ ＜稚内森林公園＞ ＜ウエンナイ川＞ ＜道立宗谷ふれあい公園から 
大沼を望む＞ 

＜ノシャップ公園：総合公園＞ ＜天北緑地：緑地＞ ＜ひばりヶ丘公園：街区公園＞ ＜ウエンナイ緑地＞ 

＜市街地の西側は急傾斜地＞ ＜天北緑地：緩衝緑地＞ ＜稚内公園：指定緊急避難場所＞ ＜大黒 12 条通＞ 
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④景観系統 

景観系統の緑としては、市街地の背景となる緑地、稚内らしい景観を形成する緑地、ランド

マークやシンボルとなる緑地など特色あるまちづくりに資する緑地があります。 

・市街地の背景としての緑がある 

・鉄道沿線の景観ポイントがある 

・ポプラや線路跡地など稚内の歴史的な景観資源がある 

・水辺や眺望と一体化した緑がある 

 

 

 

 

 

４）課題の整理 

①環境保全系統 
 ～ 稚内の厳しい気候に耐え、後世に引き継ぐ緑を育む 

○ 海岸線、海岸段丘、総合公園など、後世に引き継ぐ緑の保全が必要 

○ 野生生物の移動経路の確保とエゾシカなど野生鳥獣と共生できる環境の確保が必要 

②レクリエーション系統 
～ 稚内の魅力を感じることができるレクリエーション系統をつくる 
○ 稚内の自然の魅力が感じられるレクリエーション動線の確保が必要 

○ 公園利用の誘致圏や周辺の土地利用の状況に応じ、地区の中心となる公園や身近な公園

を整備することが必要 

○ 身近な小規模な公園緑地は、地域住民が親しみを持てる公園としての再整備が必要 

③防災系統 
～ 急斜面地、河川の総合的な緑化と防災ネットワークをつくる 
○ 急傾斜地の樹木や表土、保水力の保全、系統的な確保が必要 

○ 小河川の緑化、街路樹のネットワーク化など、災害に強いまちづくりが必要 

④景観系統  
～ 海岸段丘、鉄道、河川など、稚内の歴史に根づいた緑をつくる 

○ 景観系統の緑は、まちづくりとして豊かに育てることが必要 

○ 稚内の歴史や風景に根づいた緑資源として、周辺を含めた環境整備と保全を行うことが 

必要 

○ 稚内港北防波堤ドームなどの文化財について、緑や花による演出などにより、歴史的な

景観の向上を図っていくことが必要 

⑤住民参加の息吹を生かした、参加の緑をつくる 

○ 緑を守り育てることへの学習機会の充実など、みんなが学べる場を確保することが必要 

○ 環境保全活動を通して、緑づくりの住民参加の環を広げていくことが必要  

＜稚内港北防波堤ドーム＞ ＜旧瀬戸邸＞ ＜副港市場＞ ＜夕日が丘パーキングからの眺望＞ 
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“稚内
わっかない

らしさを育
はぐく

み 暮
く

らしに根
ね

づく身近
み ぢ か

な緑
みどり

” 

○ 稚内の厳しい気候に耐え、後世に引き継ぐ緑を育む 

○ 稚内の魅力を感じることができるレクリエーション系統をつくる 

○ 急斜面地、河川の総合的な緑化と防災ネットワークをつくる 

○ 海岸段丘、鉄道、河川など、稚内の歴史に根づいた緑をつくる 

○ 住民参加の息吹をいかした、参加の緑をつくる 

項 目 
現況 平成27年度 

（2015年度） 

中間 平成36年度 

（2024年度） 

目標 平成46年度 

（2034年度） 

●地区の中心となる公園 

都市計画区域目標水準 

用途地域目標水準 

 

40.8％（1,056/2,587） 

64.5％（703.2/1,090.9） 

 

40.8％（1,056/2,587） 

64.5％（703.2/1,090.9） 

 

40.8％（1,056/2,587） 

64.5％（703.2/1,090.9） 

●身近な公園 

都市計画区域目標水準 

用途地域目標水準 

 

11.6％（299/2,587） 

16.6％（181.1/1,090.9） 

 

12.6％（325/2,587） 

19.0％（207.3/1,090.9） 

 

13.6％（351/2,587） 

21.4％（233.5/1,090.9） 

 

用途地域内の緑地確保目標 100 ha 緑地の確保目標量 674 ha

用途地域面積 1,090.9 ha 都市計画区域面積 2,587 ha
Ａ ＝ Ｂ ＝

第２章 緑づくりの基本目標 

１）基本理念 

稚内の緑の形成にあたり、公園緑地の確保はもとより、市民の参加・協力、アンケートやパ

ブリックコメントによる市民・企業・行政の協働で緑づくりを実施していくものとするため、

緑の基本計画の基本理念を、以下のとおりとします。 

 

 

 

サブテーマとして以下の個別方針を設定します。 

 

 

  

２）緑づくりの目標 
①緑地確保の目標水準 
表 目標年次における緑地確保目標水準 

 

 

 

 

 

 

 
注１）緑地の確保目標は、現況の施設緑地の規模に今後想定される公園緑地の増加量を加算して想定しました。 

注２）緑地の確保目標量は、担当部局の整備予定に基づき計画しました。 

ただし、予定はあっても明確な整備計画を示せないものについては、目標量に加えていません。 

②都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準 
表 都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）目標水準は、都市計画区域及び用途地域面積に対する各年度の都市公園などの誘致圏面積の比率としました。 

中間年次は現況値と目標年次値の中間値としました。  

項  目 細  目 現況 平成27年度 

（2015年度） 

中間 平成36年度 

（2024年度） 

目標 平成46年度 

（2034年度） 

摘

要 
目標年次にお

ける緑地確保

目標量 

用途地域 94ha 100ha 100ha  

 構成比 8.6％ 9.2％ 9.2％ Ａ 

都市計画区域 668ha 674ha 674ha  

 構成比 25.8％ 26.1％ 26.1％ Ｂ 

参  考 
用途地域 1,090.9ha 1,090.9ha 1,090.9ha  

都市計画区域 2,587ha 2,587ha 2,587ha  
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３）緑の将来像 
現在ある緑を保全するとともに、新たな緑を創出するよう、緑の将来像として以下の方針を

設定します。 

表 基本方針 

拠点となる緑 

・稚内公園、ノシャップ公園、みどり公園については緑地の保全と創出を進

め、宗谷ふれあい公園については管理者である北海道と連携をとり、とも

に動植物の生息地や人が自然とふれあう「拠点となる緑」とします。 

軸となる緑 

・拠点となる緑をつなぐよう幹線道路などを活用し、街路樹の確保、植樹桝

の花などによる緑化、歩道の確保、花壇の設置など体系的な緑の軸づくり

を進め、動物などの移動経路、歩いて楽しい道路、災害の防止や避難経路

の確保、美しい都市景観形成に配慮した「軸となる緑」とします。 

市 街 地 を 

か こ む 緑 

・海岸線の緑や市街地の背景となる海岸段丘の緑の保全を進めるとともに、

緑が不足する場所については、新たな緑地を創出し、動植物の生息地とな

り、災害を防止するための「市街地をかこむ緑」とします。 

身 近 な 緑 

・住宅地にある中小規模の公園、民間住宅の緑、公共施設の緑など、災害の

防止や避難経路の確保、美しい都市の形成に配慮した市民生活に「身近な

緑」を増やします。 

・地区の中心となる公園は、利用圏を勘案し適切に配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図 緑の将来像 
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  第３章 緑地の保全及び緑化の推進のための施策 

基本方針１：拠点となる緑をつくる 
総合公園などの規模の大きな公園においては、樹木の保全と新たな植樹による緑化を進める

とともに、中心市街地の緑化により稚内の顔づくりを進めるなど、拠点となる緑をつくります。 

①拠点となる公園等の再整備・保全・緑化 

市民のレクリエーションの中心地として整備されている稚内公園、ノシャップ公園、みど

り公園は、人と自然がふれあう場、市内を見渡せる観光地、動植物の生息地など多様な機能を

もっており、公園として保全するとともに、市民要望による再整備や緑化を図ります。 

②広域公園の維持・保全 

宗谷管内の広域的なレクリエーション需要に対応する公園として、道立宗谷ふれあい公園

があります。この公園は、周辺の自然環境を含め人と自然がふれあう場、市内を見渡せる観光

地、動植物の生息地として、管理者の北海道と情報交換しながら維持・保全を図ります。 

③中心市街地の緑化による顔づくり 

公園や街路樹の確保を行い、本市の顔づくりを進めます。 

基本方針２：軸となる緑をつくる 
主要な幹線道路は、街路樹や、地域住民との協働による花づくりなどをとおして、緑豊かな

空間形成を進めます。 

あわせて幹線道路網と市街地内に点在する中小規模の公園や広場、河川のネットワーク、鉄

道沿線の緑化により、軸となる緑をつくります。 

①水と緑の骨格軸 

公園やゆとりある歩道、河川空間や道路空間などの緑を充実し、市街地を東西に結ぶ、緑

豊かで潤いのある軸空間の形成を図ります。 

②幹線道路網の緑化 

稚内市都市計画マスタープランでは、国道や道道、主要な市道による主要幹線道路、幹線

道路からなる「１環状４放射」の幹線道路網を中心に、各地域を安全で快適に移動できる補助

幹線の配置の考え方のもと、道路整備が進められています。 

災害の防止と避難経路の確保、緑豊かな都市の形成や、小動物・昆虫などの移動経路の確

保を図るため、幹線道路網及び補助幹線道路網による都市内交通網の形成の中で、街路樹や花

などによる緑化を進めます。 

③幹線道路網と公園や河川のネットワーク 

市街地内には中小規模の公園や都市緑地、ちびっこ広場、市街地を流れる小河川があります。

歩いて楽しい道路の形成、災害の防止と避難経路の確保を図るため、生活道路の整備などによ

り幹線道路網、公園や河川のネットワーク形成に努めます。河川は、治水の安全性の向上に努

めるとともに、周辺環境と調和した河川の整備に努めます。  
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④鉄道沿線の緑化 

市街地の南側の玄関口となる鉄道沿線の地区における緑化を進めます。 

また、JＲ旧天北線跡地については、道営住宅や市立図書館の整備に伴った快適な都市環境が

確保されていることから、街路樹や花などによる緑化の維持に努めます。 

基本方針３：市街地をかこむ緑をつくる 
環境保全や都市防災に資するため、市街地周辺の公有林や民有林の保全と新たな植樹による

緑化を進めるとともに、特に民有林については緑地としての担保性を高め、市街地をかこむ緑

をつくります。 

①公有林の保全・緑化 

市街地の西側の保安林をはじめとする国有林、市有林などは、災害の防止、市街地の個性

的な背景、動植物の生息地として貴重な緑です。 

②民有林の保全・緑化 

市街地の南側などに広がる民有林は、貴重な動植物の生息地として緑地のネットワークを形

成するため、既存の民有林の保全を図るとともに、新たな植樹による緑化を進めます。 

③民有林の担保性向上 

地域森林計画対象民有林に指定されている民有林は、引き続き保全し担保性を維持するとと

もに、指定のない民有林や新たに整備される緑地については、地権者などの理解を得ながら林

地指定などに努めます。 

基本方針４：身近な緑をふやす 
住宅地にある身近な公園（小規模公園）や緑地、広場などの新設や更新、地区の中心となる

公園の整備、公共施設や民間施設の緑化を行い、市街地における身近な緑を増やします。 

①身近な公園（小規模公園）の新設・更新 

徒歩 10 分程度の距離に身近な公園（小規模公園）や緑地、広場などが確保されていない地

区では、公園などの適正配置を検討する必要があります。 

また、既存の小規模公園などについては、計画段階での住民参加の場を設けるなど、地区

住民の公園需要の変化に対応しながら、公園などの更新を進めます。 

②地区の中心となる公園の確保 

北・中央地区、南地区それぞれにおいて、地区の中心となる公園を確保します。既に公園

が整備されている東地区（若葉公園・地区公園）については公園機能を維持します。また、声

問地区と富士見地区は既存の公園・緑地の維持や機能拡充に努める必要があります。 

③公共施設・民間施設の緑化 

市役所、学校施設など公共施設の緑地を保全するとともに、植樹や花壇の整備などにより

新たな緑地の創出に努めます。また、今後新設される公共施設については、緑化の目標を定め

積極的な緑化を促進します。一方、民間住宅や事業施設などの民間施設における緑化を促進し

ます。  
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  第４章 緑化重点地区 

１）緑化重点地区の設定 
緑化重点地区は、緑の基本計画が示す基本理念、基本方針に沿い、「駅前等都市のシンボル

となる地区」である「北・中央地区」（ＪＲ稚内駅を中心とした中心市街地）としました。 

２）地区の課題 
・緑の骨格となるべき道路において、うるおいが感じにくい状況 

・「まち」と「みなと」が一体となった賑わいのあるまちづくりにふさわしい緑化形成 

・ＪＲ稚内駅周辺の環境整備に合わせた地区のうるおいの向上と市の顔づくり 

３）緑づくりの方針 
①公園緑地の整備 

・既存の中央公園機能の維持     ・修景やポケットパークの確保 

・「稚内市中心市街地周遊動線計画」（H23.3）による緑のネットワークの形成 

・稚内公園旧スキー場における、市民参加による植樹の推進 

・稚内公園の入り口部分から百年記念塔へ向かう園路や観光スポットへの桜の植栽による

環境整備 

・こどものくに跡地における眺 

望をいかした市民の憩い・交 

流の場づくり  

②道路の整備 

・歩いて楽しい都市空間の形成 

・国道 40号などＪＲ稚内駅周 

辺の道路における、うるおい 

のある道路空間の形成 

③住民参加の緑づくり 

・住民、商業者などの参加で緑 

 のうるおいづくりの促進 

・中心市街地における緑のボリ 

ュームに配慮した建築敷地の 

緑化推進 

   ・緑化協定など緑化手法の検討 

  

図 緑化重点地区の整備方針 
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  第５章 計画の実現に向けて 
 

①関係部局との連携 

今後の緑づくりに向けては、緑の基本計画にもとづき公園緑地の整備や市街地周辺の緑の保

全などの施策を実施しますが、商工、観光、農林業、教育、環境、防災など関連部局と、所管

事業及び緑施策の連携を図り、計画的で確実な事業展開に努めます。 

②利活用を重視した施策の重視 

緑の基本計画は、概ね 20 年後を想定した緑地の確保目標水準など具体的な目標値を示しま

したが、公園緑地の利活用、緑の効用に対する市民の満足度など、利活用面の目標設定とその

達成状況の把握や施策の改善など、計画、事業、評価を継続することが重要です。 

今後の事業展開にあたっては、緑の基本計画の設定目標や緑、緑施策に関する市民の満足度

が確実に充足されるよう、定期的に進捗状況を確認し、必要に応じて施策の見直しを図るなど、

緑の利活用を重視した施策の導入を検討します。 

③市民が緑に触れ、学び、交流する機会の提供 

本市を緑豊かなまちとするためには、緑についての専門家の助言が受けられる学習機会を

提供することで、気候風土に対応した緑を選定することや、市民が緑に親しむための場を確

保しながら市民が緑を育てていくことが重要となります。 

そのため市民が緑の効用や大切さを知り、木や花の育て方を体得することができるよう、

生涯学習や学校教育、地域活動で緑に触れ、学ぶ機会、市民同士が交流する機会の提供につ

いて、積極的に取り組むものとします。 

④市民、行政の協働による緑づくり 

今後、花づくりや緑づくりのみならず、その維持管理にあたっては、市民と行政の協働に

よる事業推進、維持管理を図ります。 

特に市内に数多く位置するちびっこ広場など小規模な公園緑地は、地域住民が主体的に維

持管理、運営ができる住民に身近な協働の場としての可能性を秘めています。これら小規模

公園の整備について、緑化方策の企画、導入など、地域住民の主体的な場の確保や体制づく

りを目指します。 

今後は住民団体、庁内関係部局と連携をとり、できることから具体的に検討を図り、市民、

行政の協働による緑づくりを市民参加で進めていくものとします。 
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